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芸
部
韮
良
性
近
習
遠
章
に
つ
い
て

は

じ

め

に

「
論
一
議
」
の
性
近
習
遠
章
は
、
後
設
多
様
に
展
開
さ
れ

で
、
中
盤
患
想
史
上
、

就
中
、
孟

性
善
説
と
の

こ
ろ
と

な
っ
て
き
た
し
、
続
く
智
義
不
移
章
は
、

と
い
う
孟
子
の

の
人
間
観
、
就
中

の
対
比
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
た
多
く
の

学
徒
の
控
司
令
}
集
め
続
け
て

れ
か
た
を
概
援
し
、
機
家
間
思
想
震
時
間
の

に
お
け
る
援
わ

ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
君
子
慎
所
溜
也
」
、
智
患
不
移
章
l
「
上
智
不
可
使

下
田
怒
不
可
使
強
襲
也
」
む
と
も

は
誼

の
…
一
呂
葉
を
採
る
。

松
川

健

五
四
)
の
こ

位
指
近
、

費
誼
以
為
、

不
能
無
為

1-

善

習
与
悪
人
語
、
不
能
無
〔
為
〕
悪
、

議
生
長
於
禁
、
不
能
無
楚
言
也
。
是
以
恕
一
人
審
所
与
居
、
一
間
戒
慎
一
敗
習
。

(
後
漢
書
、

1主

そ
の
子
、
護
軍

一一

i
九
一
一
〉
の
こ
と
ば
、

孔
子
回
、

必
也
聖
乎
。
米

又
日
、

知
、
意
得
仁
。
生
稲
知
之
者
、
上
也
、
学
部
知
之
者
、
次
也
、
閣
制
語
学
之
、

又
其
次
也
、
間
部
一
小
学
、
民
斯
為
下
長
。

也
c

唯
上
智
与
下
愚
不
移
。

中
人
以
上

誓
知
発
舜
掲
媛
番
手
之
為
善
則
行
、

舷

議

提

欲

与

為

悪

財

珠

。

不

可

与

為

慈

、

龍
逢
北
千
欲
与
之
為
善
則
語
、
十
十
J

泰
山
娯
佼
与
之
為
悪
刷
用
行
。

斉
桓
公
、
管
伶
桔
之
町
則
覇
、
竪
錦
織
之
例
制
乱
。

古
今
人
表
〉

築
紺

不
可
与
為
善
、
可
与
為
悪
、
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古
注
の
穏
当
窓

に
見
ら
れ
る
も
い
わ
ば
常
識
的
理
解
に
通
ず
る
も
の

。

久
ノ

の
な
お
こ
れ
ら
に
先
立
っ
て
、
蒼
一
仲
野
公
約

ろ
1
一一一

も
、
差
等
肯
定
の

っ
て
い
る
。

使
万
民
之
設

議
官
入
者
伺
為
不
克
也
。

以
為
善
難
当
謀
、

過
失
。
艶
人
之
性
不
可
以
名
性
、
斗
沓

之
性
又
不
可
以
名
性
、
名
性
者
中
民
立
後
。

実
性
)

後
漢
に
在
っ
て
、
従
来
行
わ
れ

々
の
性
読
を
総
合
的
に
批
評
し
た

人
物
の

人
に
、
王
充
〈
ニ

om出
)
が
い
る
。

誌
、
周
人
の

-
議
離
間
・

を
唱
え
た
こ

と
判
じ
た
あ
と
、
告
不
害

性
無
善
悪

に
つ
い
て
も
、
次
の
よ
う
に
批
評
す
る
。

謂
人
立
性
与
水
開
也
。
使
役
表
水
、
可
以
水
暗
殺
、

木
之
為
木
也
。
人
善
露
平
一
担
問
、

初
棄
天
然
ウ
ル
襲
、
受

純
一
之
賞
、
故
投
開
兆
見
、
善
悪
可
察
。
無
分
於
善
悪
、

須
教
成
者
悦
。
故
乳
子
日
、
中
人
以
上
、
可
以
語

中
人
也
。

上
也
、
中
入
以
下
、

告
子
之
N
M
決
水
叫
明
者
、
捷
詣
中
入
、

不
指
揮
善
極
悪
也
。

在
所
習
索
。

至
於
極
善
縫
惑
、
非
復
在

惟
上
智
与
下
賎
一
小
移
。
善
不
替
、
設
一
化
賢
教
、
不

孔
子
選
懇
之
視
、
諸
子
之
中
最
事
者
也
、
市
E
、

晋

故
知
告
子
み
ノ
~
冊
将
来
得
実
也
。

全
一
部
三
二

O
ご
ろ

1
前
一
一
コ
一

O
ご
ろ
〉
・

-
董
仲

主
充
は
次
い
で
、

野
・
劉
向
〈
能
七
七
1
前
中
ハ
)
の

に
論
及
し
た
あ
と
、

鴻
鰭
博
生
、

唯
世
碩
儒
公
篠
泡
子
之
徒
、

然
一
向
論
情
性
探
知
然

L 、

中
人

中
人
也
。
(
以
上
、
議
積
、

と
判
判
定
し
て
い

っ
、
暫
定
を
下
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

内
論
語
」
の

に
準
拠
し
つ

諮
問
局
、
王
充

に
は
、
さ
ら
に
高
税
〈

の
一
所
説
、
が
あ
る
。

2 -

或
間
天
命
人
事
。
日
、
有
一
一
一
品
意
。
上

命
相
近
也
事
相
違
一
也
、
尉
士
口
凶
殊
也
。
故
田
窮
理
尽
性
以
一
会
於
命
。
孟
子

。
萄
卿
称
性
悪
。
公
課
子
日
、
性
無
善
悪
。
、
人
之
性
善

議
出
巴
、
性
情
報
応
。
性
不
独
善
、

日

謂

文
王
之
教

日

、

性

善

民

間

無

罰

凶

、

性

悪

期

無

三

仁

人

。

哉

、

民
無
周
公
管
態
。
性
善
情
悪
、
是
築
総
無
性
而
尭
舜
無
橋
治
ω
。
性
善
悪
皆

窪

、

謹

也

、

土

木

究

也

。

惟

禽

言

為

然

。

雑
言
下
第
拡
〉

菊
悦
は
結
局
「
性
情
相
応
」
の
畿
売
に
左
担
、
す
る
。

の
原
点
は
、

い
う
ま

で
も
な
く
孔
丘
の
こ
と
ば
に
在
る
の

の

つ
レ
て
、
解
釈
の
名

る
最
も
古
い
も
の
は
、
皇
侃
ハ
陸

八
八
i
・54

蕊
四

の
『
義
議
」



性
者
人
所
票
以
生
也
。
習
者
謂
生
而
後
有
百
儀
、
常
所
行
習
之
事
也
。
人

倶
票
一
天
地
之
気
以
生
、
難
復
厚
薄
有
殊
、
而
同
是
票
気
、
故
日
相
近
也
。

及
至
識
、
若
値
善
友
則
相
数
為
善
、
若
逢
悪
友
則
相
効
為
悪
、
悪
善
既
殊
、

故
云
相
遠
也
。
故
菰
寧
云
、
人
生
而
静
天
之
性
也
、
感
於
物
而
動
性
之
欲

也
。
斯
相
近
也
。
習
沫
四
之
教
為
君
子
、
習
申
商
之
術
為
小
人
。
斯
相
遠

失
也
。

+
氾
寧
(
三
三
九

1
四
O
一
)
引
く
と
こ
ろ
の
「
人
生
而
静
、
天
之
性
也
。
感
於

物
而
動
、
性
之
欲
也
」
(
『
礼
記
』
楽
記
)
と
い
う
表
現
は
、
後
世
の
相
近
習
遠

章
解
釈
に
多
く
採
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

さ
て
、
こ
こ
で
皇
侃
は
「
然
性
情
之
義
、
説
者
不
同
」
と
言
い
、
「
且
依
一
家

旧
説
」
と
述
べ
て
、
以
下
の
如
き
老
荘
風
の
所
説
を
引
用
す
る
。
煩
を
い
と
わ

ず
、
こ
の

H

旧
説
μ

を
検
討
し
て
み
よ
う
。

性
者
生
也
、
情
者
成
也
。
性
是
生
而
有
之
、
故
日
生
也
。
情
是
起
欲
動
彰

事
、
故
日
成
也
。

か
の
『
荘
子
』
庚
桑
楚
篇
の
「
性
者
生
之
質
也
、
性
之
動
謂
之
為
」
を
想
起
さ

せ
る
書
き
出
し
で
あ
る
。

『論語』性近習遠章について

然
性
無
差
口
悪
而
有
濃
薄
、
情
是
有
欲
之
心
市
有
邪
正
。
性
既
是
全
生
而
有

未
渉
乎
用
、
非
唯
不
可
名
為
悪
、
亦
不
可
目
為
善
、
故
性
無
善
悪
也
。

「
性
」
の
ま
ま
で
あ
れ
は
「
生
を
全
う
す
る
」
(
『
荘
子
』
養
生
主
篇
)
だ
け
の

こ
と
な
の
で
あ
り
、
「
善
悪
」
の
埼
外
な
の
で
あ
る
。

所
以
知
然
者
、
夫
善
悪
之
名
、
巨
就
事
而
顕
、
故
老
子
目
、
天
下
以
知
美

之
為
美
、
斯
悪
己
、
以
知
善
之
為
善
、
斯
不
善
巳
。
此
皆
拠
事
而
談
。

善
悪
邪
正
を
以
て
評
す
べ
き
は
「
情
」
で
あ
る
。

情
有
邪
正
者
。
情
既
是
事
、
若
逐
欲
流
遷
、
其
事
則
邪
、
若
欲
当
於
理
、

其
事
則
正
。
故
情
不
得
不
有
邪
有
正
也
。

当
然
「
情
の
邪
な
る
も
の
」
は
正
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

故
易
目
、
利
貞
者
性
情
也
。
王
弼
目
、
不
性
其
情
、
荒
能
久
行
其
正
。
此

是
情
之
正
也
。
若
心
好
流
蕩
失
真
、
此
是
情
之
邪
也
。
若
以
情
近
性
、
故

云
性
其
情
。
情
近
性
者
、
何
妨
是
有
欲
。

王
弼
(
一
二
二
ハ

1
二
四
九
)
の
「
情
を
性
に
す
」
と
い
う
訓
み
方
を
取
り
ス
れ

て
、
こ
の

H

旧
説
H

は
、
文
字
通
り
道
家
的
復
性
説
で
あ
る
と
評
す
べ
き
で
あ

る
。
引
き
続
く
陳
述
は
割
愛
し
て
、
結
論
部
分
の
み
を
掲
げ
れ
ば
、
次
の
通
り

で
あ
る
。孔
子
目
、
性
相
近
也
。
若
全
同
也
、
相
近
之
辞
不
生
。
若
全
異
也
、
相
近

之
辞
亦
不
得
立
。
今
云
近
者
、
有
同
有
異
。
取
其
共
是
無
善
無
悪
、
則
同

也
。
有
濃
有
薄
、
則
異
也
。
難
異
而
未
相
遠
、
故
日
近
也
。

- 3 

右
の

H

旧
説
μ

の
「
性
有
濃
薄
」
と
、
皇
侃
の
「
雄
復
厚
薄
有
殊
、
而
同
是
票

気
」
は
呼
応
す
る
。

皇
疏
は
智
愚
不
移
章
に
移
っ
て
、
次
の
よ
う
に
書
き
出
さ
れ
る
。

前
既
云
性
近
習
遠
、
而
又
有
異
、
此
則
明
之
也
。

即
ち
、
智
愚
不
移
章
を
ば
、
性
近
習
遠
章
の
言
及
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
但
し

書
き
で
補
足
し
た
も
の
、
と
捉
え
る
の
で
あ
る
。
次
い
で
、
言
う
と
こ
ろ
の
後

半
の
み
を
掲
げ
よ
う
。

若夫
票人
得不
淳生
清則
者己
則
為若
聖有

人芝
若始

皇白
濁票
者天
則地
為陰
愚堕
人吾
。思

恩之
入宥
霊気
吋有
挫清

蓄渇

亦
不
清
、
聖
人
淳
清
、
捷
之
不
濁
。
故
上
聖
遇
昏
乱
之
世
、
不
能
携
其
真
、
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下
関
総
鑑
重
奏
畳
舜
、
一
小
戴
変
其
悪
。
故
一
広
唯
上
智
与
下
愚
不
移
也
。

智
以
下
下
愚
以
上
二
者
中
語
、
麟
問
時
以
下
一
善
以
上
、
真
中
亦
多
法
少
濁
、

如
此
之
位
決
以
随

或
多
濁
少
清
、

澄
之
野
清
、

世
変
改
、
若
過
議
開
清
升
、

皐
疏
を
羅
め
れ
ば
、
次
の
如
く
な
ろ
う
か
。 所
以
慰
云
性
相
近
溜
相
違
也
。

人
は
一
淳
警
の

あ
っ
て
も
天
地

い
か
ら
「
性
は
報
ひ
近
し
」
。

た
だ
し
、
と
り
わ
け
は
あ
る
の
で
あ
っ
て
、

(
聖
人
)
、

下
震
は
業
舜

に
生
れ
あ

の
ケ
i
ス

わ
せ
て
も
陶
冶
性
は
な
い
、
と
。

は
性
近
習
逮
章
の
補
完
と
し
て
智
患
不
移
章
宏
位
置
づ
け
た
の
で
あ
っ

た
が
、
露
代
に
入
っ
て
、
詞
章
矛
詣

い
た
て
た
ケ
i
ス
が
あ
る
。

六
八

1
八
二
四
〉

で
る
る
。

韓
日
、

性
相
近
、
是
人
以
可
習
而
上
下
也
。

上
下
不

移
、
最
人
不
可
習
寵
灘
也
。
一
一
義
梧
反
、

生
商
知
之
上
也
、
学
十
郎
知
之
次
也
、
隣
諸
学
之
又
其
次
也
、
関
市
木
学
民

与
此
籍

そ
の
「
原
性
い
に
お
い
て

下
也

性
三
品
説
を
繰
る

の
を
想
起
さ
れ
た
い
。

の
指
摘
に
対
し
李
轄

自

1
八一ニ

李
臼
、
務
理
尽
桂
川
肋
至
於
命
、
此
性
命
之
説
極
楽
。
学
者
竿
明
其
婦
、

一
一
義
相
票
、
当
以
義
理
明
之
。
乾
道
変
北
各
正
性
命
。
又
利
点
者
情
性
也
。

成
之
者
姓
也
。
識
人
後
本
相
近
於

又

勝
之
調
道
、

主主

静
、
及
其
動
感
外
物
、
有
正
有
器
、
動
一
間
正
問
為
上
智
、
動
揺
部
則
為
下

愚
、
家
然
不
動
器
情
性
雨
器
奏
。
難
聖
人
有
一
政
難
知
。
故
件
尼
称
額
四
不

塁、

退
省
英
私
、
亦
足
以
発
、

天
地
之
心
議
長
。
亜
聖
一
向
下
、

葦
坐
苦
遺
昭
川
、
不
習
如

智
愚
万
殊
。

件
思
一
所
以
云
器
市
不
学
下
態
不
移
者
、
皆
激
動
学
者
之
辞
也
。

性
、
期
非
日
初
登
〈
能
窮
駕
。以
下
「
易
」
の

に
あ
ら
わ
れ
る

前
述
語
寧
も
引
け
る
「
人
生
而
静
支
え
性
也
、
惑
於
物
語
動
性
之
欲
也
」
(
楽
記
〉

・
「
動
」
、
が
加
味
さ
れ
、
「
性
あ
ひ
近
し
」
は
、
「
人
の
性
は
も
と
静
に

4 -

のあ
ひ
近
し
」

る
。
さ
ら
に
は
「
動
」
そ
の
も
の
も
「
動
き
て
正
な
れ

ば
出
ち
上
智
」
の
段
懸
か
ら
、
「
寂
然
不
動
」

と
荷
?
な
が
ら
恐
れ
ら
る
る
」
段
階
が
提
示
さ
れ
る
の
で
を
条
件
にひ
い
て
は
為

の
一
札
口
与
田
一
言
意
は
、

の
境
地
を
示
す
も
の

の

れ
、
「
警
は
。
さ
る
こ
と
患
の
ご
と
し
」
!
こ
、
「
習
」
か
ら
の
税
却
が
設
か
れ
る
に

護
る
の
で
あ
る
。

よ
そ
お
い
つ
つ
、

に
し
た
こ

の
一
致
説
は
、

ベ
く
、
ま
こ
と
荘
屑
の
流

4
d
i
和
、
品
今
2
品

P

ふ、。

2t
ヵ
t
q
f
L

「
下
部
滋
不
移
」
を

か
く
て
は
「
困
而

勧
す
る
の
辞
い
と
言
う
と
き
も
、

ヨ
ナ
」
「
習
」
と

い
う
こ
と

に
な
る
。

韓
愈
は
お
よ
の
李
斡
輔
の
語
を
承
け
て
一
一
一
一
一
口
う
。



韓
日
、
如
子
主
説
、
文
雄
相
反
、
義
不
相
戻
。
誠
知
乾
道
変
化
各
正
性
命
、

坤
道
順
乎
承
天
。
不
習
無
不
利
、
至
哉
。
果
天
地
之
心
其
遼
失
乎
。

韓
愈
の
最
初
に
提
示
し
た
H

矛
盾
H

の
解
消
に
急
な
ば
か
り
に
か
、
李
朝
の
論

ず
る
と
こ
ろ
は
荘
周
を
交
え
て
激
越
を
極
め
た
。
韓
愈
は
「
習
は
ざ
れ
は
利
ら

ざ
る
な
し
」
と
、
李
朝
の
説
く
と
こ
ろ
を
容
認
し
た
形
一
応
な
っ
て
い
る
。

お
も
う
に
、
『
論
語
筆
解
」
の
韓
愈
の
H

容
認
“
は
、
深
慮
の
結
果
と
は
で
き

ぬ
で
あ
ろ
う
。
中
間
未
定
の
議
論
と
で
も
す
べ
き
か
。
周
知
の
如
く
、
前
出
「
原

性
」
の
結
び
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

目
、
然
則
性
之
上
下
者
、
其
終
不
可
移
乎
。
目
、
上
之
性
就
学
市
愈
明
、

下
之
性
畏
威
而
寡
罪
。
是
故
上
者
可
教
、
而
下
者
可
制
也
。
其
品
則
孔
子

謂
不
移
也
。
日
、
今
之
言
性
者
異
於
此
何
也
。
目
、
今
之
言
者
雑
仏
老
而

言
也
。
雑
仏
老
而
言
也
者
、
盆
〈
言
市
不
異
。

一
方
、
李
朝
に
し
て
も
、
最
終
的
に
は
「
性
善
情
悪
説
」
の
完
成
者
と
言
う
外

は
な
く
、
そ
の
代
表
作
『
復
性
書
』
は
、
こ
れ
も
周
知
の
ご
と
く
、

人
之
所
以
為
聖
人
者
性
也
、
人
之
所
以
惑
其
性
者
情
也
。

と
書
き
出
さ
れ
る
。
『
筆
解
』
所
見
の
「
情
性
両
忘
」
と
は
異
な
る
の
で
あ
る
。

『論語』性近習遠章について

こ
の
「
情
性
両
忘
」
も
亦
、
過
渡
的
な
も
の
と
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。
た
だ
李

朝
の
所
論
に
は
、
重
要
な
意
義
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

そ
れ
は
「
上
智
」
と
「
下
愚
」
と
の
聞
に
「
移
る
可
き
」
途
を
拓
い
た
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
が
韓
愈
の
所
謂
「
今
の
言
う
者
は
仏
老
を
雑
へ
て
言
う
な
り
」
と

の
指
摘
に
該
当
す
る
や
否
や
は
別
と
し
て
|
|
。

北
宋
に
入
っ
て
部
開
(
九
一
一
一
一
一

1
一
O
一
O
)
の
疏
は
、
「
孔
注
」
の
枠
内
で
、

平
易
に
解
し
お
わ
っ
て
お
り
、
所
謂
古
注
の
し
め
く
く
り
と
し
て
相
応
し
い
。

此
章
言
君
子
当
慎
其
所
習
也
。
性
謂
人
所
票
受
以
生
而
静
者
也
。
夫
為
外

物
所
感
、
則
人
皆
相
似
、
是
近
也
。
既
為
外
物
所
感
、
則
君
以
性
成
。
若

習
於
善
則
為
君
子
、
若
習
於
悪
則
為
小
人
、
是
相
遠
也
。
故
君
子
慎
所
習
。

然
此
乃
是
中
人
耳
、
其
性
可
上
可
下
、
故
遇
善
則
升
、
逢
悪
則
墜
也
。
孔

子
又
嘗
臼
唯
上
知
聖
人
不
可
移
之
使
為
悪
、
下
愚
之
人
不
可
移
之
使
強
賢
。

此
則
非
如
中
人
性
習
相
近
遠
也
。

皇
疏
も
直
接
的
に
は
「
楽
記
」
の
「
人
生
而
静
天
之
性
也
:
:
:
」
(
沼
寧
所
引
)

に
の
み
拠
っ
て
い
た
こ
と
を
想
起
し
て
お
こ
う
。

北
宋
も
な
か
ば
に
至
っ
て
は
、
多
く
の
解
釈
が
残
っ
て
い
る
。
ま
ず
王
安
石

(一

O
二一

1
一
O
八
六
)
の
所
説
を
み
よ
う
。

喜
怒
哀
楽
好
悪
欲
未
発
子
外
而
存
子
心
、
性
也
。
喜
怒
哀
楽
好
悪
欲
発
子

外
而
見
子
行
、
情
也
。
性
者
情
之
本
、
情
者
性
之
用
、
故
吾
臼
性
情
一
也
。
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(
王
文
公
文
集
、
巻
二
七
、
性
情
)

目
、
吾
所
安
者
、
孔
子
之
言
而
巳
。
夫
太
極
者
、
五
行
之
所
由
生
、
而
五

行
非
太
極
也
。
性
者
、
五
常
之
太
極
也
、
而
五
常
不
可
以
謂
之
性
。
此
吾

所
以
異
子
韓
子
。
節
孟
子
言
人
之
性
善
、
萄
子
言
人
之
性
悪
。
夫
太
極
生
五

行
、
然
后
利
害
生
駕
、
而
太
極
不
可
以
利
害
言
也
。
性
生
乎
情
、
有
情
然

后
善
悪
形
鷲
、
而
性
不
可
以
善
悪
言
也
。
此
吾
所
以
異
子
二
子
。

(
同
右
、
原
性
)

孔
子
日
、
性
相
近
也
、
習
相
遠
也
。
五
日
是
以
与
孔
子
也
。
韓
子
之
言
性
也
、

吾
不
有
取
駕
。
然
則
孔
子
所
謂
中
人
以
上
可
以
語
上
、
中
人
以
下
不
可
以

語
上
、
惟
上
智
与
下
愚
不
移
、
何
説
也
。
目
、
習
子
善
而
己
突
、
所
謂
上

智
者
。
習
子
悪
市
己
突
、
所
謂
下
愚
者
。

一
習
子
善
、

一
習
子
悪
、
所
謂
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中
入
者
。
上
智
也
、
下
愚
也
、
中
人
也
、
其
卒
也
命
之
而
巳
失
。
有
人
子

此
、
未
始
為
不
善
也
、
語
之
上
智
可
也
。
其
卒
也
去
而
為
不
善
、
然
后
謂

之
中
人
可
也
。
有
人
子
此
、
未
始
為
善
也
、
謂
之
下
愚
可
也
。
其
卒
也
去

而
為
善
、
然
后
謂
之
中
人
可
也
。
惟
其
不
移
、
然
后
謂
之
下
愚
、
皆
子
其

卒
也
命
之
、
夫
非
生
而
不
可
移
也
。

(
同
右
、
性
説
)

性
は
善
悪
以
前
の
概
念
な
の
で
あ
る
。
性
近
習
遠
章
は
孟
軒
以
下
を
論
破
す
る

と
き
の
比
較
の
た
め
に
提
示
さ
れ
る
。
智
愚
不
移
章
は
、
結
果
に
つ
い
て
述
べ

ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
生
れ
な
が
ら
に
し
て
移
る
可
か
ら
ず
、
と
の
意
で
は

な
い
と
解
せ
ら
れ
た
。

時
を
同
じ
く
し
た
蘇
戟
(
一

O
三
六

1
一一

O
一
)
も
、
孟
子
性
善
へ
の
批

判
に
当
っ
て
性
近
習
遠
章
を
用
い
、
性
は
善
悪
を
も
っ
て
名
づ
け
ら
れ
な
い
と

い
う
け
れ
ど
、
王
安
石
と
は
思
索
の
方
途
を
異
に
し
、
釈
氏
と
『
易
」
に
拠
っ

て
H

性
μ

を
説
く
の
で
あ
る
。

土
日
者
孟
子
以
善
為
性
以
為
至
突
、
読
易
而
後
知
其
非
也
。
孟
子
之
於
性
、

蓋
見
其
継
者
而
己
。
夫
善
性
之
数
也
。
孟
子
不
及
見
性
而
見
性
之
数
、
因

以
所
見
者
為
性
。

(
蘇
氏
易
伝
巻
七
)

「
見
性
」
は
、
釈
氏
の
所
謂
「
明
心
見
性
」
を
踏
ま
え
る
も
の
の
ご
と
く
で
あ

る
が
、
さ
ら
に
次
の
資
料
を
御
覧
願
い
た
い
。

性
可
乱
也
、
而
不
可
滅
。
可
滅
非
性
也
。
人
之
叛
其
性
、
至
子
築
紺
盗
蹄

極
失
。
然
其
悪
必
自
其
所
喜
怒
、
其
所
不
喜
怒
未
嘗
為
悪
也
。
故
木
之
性

上
、
水
之
性
下
。
木
抑
之
可
使
輪
圏
、
抑
者
窮
、
未
嘗
不
上
也
。
水
激
之
可

使
潰
湧
上
達
、
激
者
衰
、
未
嘗
不
下
也
。
此
孟
子
之
所
見
也
。
孟
子
有
見

子
性
而
離
子
善
。
易
日
一
陰
一
陽
之
謂
道
、
継
之
者
善
也
、
成
之
者
性
也
。

成
道
者
性
、
而
善
継
之
耳
、
非
性
也
。
性
如
陰
陽
、
善
如
万
物
。
万
物
無

非
陰
陽
者
、
而
以
万
物
為
陰
陽
則
不
可
。
故
陰
陽
者
視
之
不
見
、
聴
之
不

聞
、
而
非
無
也
。
今
以
其
非
無
即
有
而
命
之
、
則
凡
有
者
皆
物
臭
、
非
陰

陽
也
。
故
天
一
為
水
、
而
水
非
天
一
也
。
地
二
為
火
、
市
火
非
地
二
也
。

為
善
而
善
非
性
也
。
使
性
而
可
以
謂
之
善
、
則
孔
子
言
之
実
。
十
句
可
以
謂

之
善
、
亦
可
以
謂
之
悪
。
故
萄
卿
之
所
謂
性
悪
者
、
蓋
生
於
孟
子
、
而
揚

雄
之
所
謂
善
悪
混
者
、
蓋
生
於
二
子
也
。
性
其
不
可
以
善
悪
命
之
。
故
孔

子
之
言
日
性
相
近
也
習
相
遠
也
而
巳
。
夫
有
相
近
則
上
智
与
下
愚
島
為
不

可
移
也
。
目
、
有
可
移
之
理
、
無
可
移
之
資
也
。
若
夫
吾
弟
子
由
之
論
也
。

目
、
雨
於
天
者
水
也
、
流
子
江
河
蓄
子
吹
井
亦
水
也
、
積
而
為
泥
塗
者
亦

水
也
。
指
泥
塗
而
告
人
目
、
是
有
水
之
性
可
也
、
臼
吾
将
使
其
清
而
飲
之
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則
不
可
也
。
是
之
謂
上
智
与
下
愚
不
移
。

(
部
博
、
河
南
部
氏
聞
見
後
録

性
を
こ
の
よ
う
に
「
減
す
べ
か
ら
ざ
る
」
、
「
陰
陽
の
ご
と
き
」
も
の
と
し
て
お

巻

さ
え
る
思
考
方
法
は
、
こ
の
章
の
解
釈
と
し
て
初
出
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
い

さ
さ
か
検
討
を
加
え
て
お
こ
う
。

ひ
る
が
え
っ
て
儒
家
に
と
っ
て
性
説
は
お
お
む
ね
善
悪
の
問
題
で
あ
っ
た
。

一
方
道
家
に
あ
っ
て
天
性
と
は
、
人
為
を
損
し
て
復
す
べ
き
真
な
る
も
の
で
あ

り
、
道
家
的
復
性
説
は
、
『
皇
疏
』
所
引
の
も
の
を
、
既
に
掲
げ
た
。
で
は
釈
氏

に
お
い
て

H

性
H

と
は
何
か
。

性
者
、
真
極
無
変
之
義
也
。
即
真
市
無
変
、
豊
有
滅
耶
。

(
道
生
、
浬
繋
経
集
解
)

縁
起
事
相
、
必
収
性
而
方
成
、
法
界
玄
宗
、
耕
依
縁
而
現
空
。



華
厳
策
林
〉

方
法
尽
最
出
後
。

壇
経
)

の
蘇
載
の

n
柱
μ

の
捉
え
方
誌
、
ま
さ
に
釈
誌
の

n
性
u

で
あ
る
。

る
も
の

智
間
忠
一
小
移
鐙
に
関
す
る
蕪
載
の
解
も
一
考
す
べ
き
も
の

で
い
る
。

代
に
李
覇
が
い
た
こ
と

た
通
り
。

と
規
定
し
て

μ
移
る
可
き
H

は
、
李
朝
戦
と
立
場
な
脚
内
に
し

を

な
が
ら
も
、
下
愚
に
つ
い
て
三
井
生
高
不
可
移
也
」
と
断
じ
て
い
た
。

は
、
そ
の
釈
誌
的
性
説
か
ら
み
て
当
然

立
あ
る
が
、

と
の
詩
代
の

の

ぺ
き
な
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
王

り
蘇
載
な
り
が
議
剰
を
批
判
し
た
の

の
性
善
説
に
対
し
て

で、

の
蓮
想
に
つ
い
て

結
果
と
し
て
、
そ

の

る
方
向
に
動
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
う
し
て
こ
の
時
宍
患
潮

は
、
性
善
の
倒
閣
閥
、
な
も
含
め
て

れ
と
軌
な

へ
と
進

の
で
あ
る
。

5雲言語j数近習遼章tこっし、て

か
の
朱
室
束
、
(

の
亜
一
夫
に

の
鋭
は

一一

O
O〉
が
、

何
人

や
」
と
関
わ
れ
て
、
「
此
れ
張
翠
に
起
る
。

も
へ
ら
く
、

て
聖
門
に
功
織
り
、
後
学
に
補
ひ
脊
り
。
人
を
し
て
探
く
惑
あ
ら
し
む
」

え
た
の
は
、
問
如
来

の
魅
決
算
と
し

か
ら

l:' 

~ 

」

の
立
場
か

「
性
善
」
の

め
る
手
段
、
が
提
供
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

一
C
二
0
1
。
七
七
〉
が
天
地
、

の
ニ
性
を
説
く
よ
う
に
な
っ

Tこ

い
て
は
、
例
え
ば

の

-
和
合
性
の
影
響
な
ど
が

従
来
設
か
れ
て
い
る
が
、

よ
る
次
の
指
擁
も
見
の
が
せ
な
い
。

釈
氏
之
説
、
期
料
品
能
者
、
以
其
待
天
下
万
物
之
性
為

、
猶
ル
枝
子
生
之
謂

性

(
張
子
全
議
、

、回/

こ
の
よ
う
に
、
主
判
す
る
な
か
か
ら
ニ
性
に
想
到
ず
る
場
面
も
あ
っ
た
の

の

る

の
変
化
を
説
い

に
つ
い
て
、

カミ上
智
下
愚
、
溜
与
性
轄
遠
既
甘
限
、
而
不
可
変
者
也
。

誠
明
篇
)

と
は
い
う
が
、

つ

上
智
下
患
不
移
、
充
其
鯨
性
艶
為
上
智
、
安
於
見
欄
間
慰
為
下
愚
。

7-

安
於
一
所
執
商
不
移
。

巻

と
も
一
言
う
の
で
あ
っ

H

不
移
μ

を
絶
対
と
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

つ
い
で
朱
裏
に
よ
っ

の
説
の
劇
部
齢
者
と
さ
れ
た
「
彊
墾
L

の
う
ち
、

の
説
を
考
察
し
て
み
よ
う
。

ま
ず
韓
毅
〈

の
、
こ
の

に
関
す
る
発
言
で
、

。一一一二

i
一
O
人

円
論
議
開
講
義
」

っ
て
い
る
も
の
は
、

に
一
問
、

設
相
近
也
、

の
外
に
一
敗
摘
光
地
之
詮
を
考
え
て
い
る
か
の
よ
う
で

め

が
、
程
顕
に
と
っ
て
の
生
と
は
、

と
「
気
」
と
に
郡
附
し
て
融
合
的
の
も
の

で
あ
る
こ
と
、
よ
く
知
ら
れ
る
次
の
一
則
に
朔
畿
で
あ
る
。

生
之
謂
性
、
性
即
気
気
部
性
、
生
之
讃
也
。
人
生
気
菓
理
有
養
懇
一
、
然
不

最
性
中
一
万
有
詑
荷
物
棺
対
而
生
也
。
有
白
劫
商
務
、
有
自
幼
詰
悪
、
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一
目
前
有
然
也
。
善
固
性
也
、
然
悪
亦
不
可
不
謂
之
性
也
。
蓋
生
之
謂
性
、
人

生
而
静
以
上
不
容
説
。
才
説
性
時
便
己
不
是
性
也
。
凡
人
説
性
、
只
是
説

(
二
程
遺
書
、

継
之
者
善
也
、
孟
子
言
人
性
善
是
也
。

¥ーノ

兄
程
顛
に
比
し
、
分
析
的
で
あ
っ
た
程
顕
(
一

O
三
三

1
一一

O
七
〉
は
、

性
之
本
l
理
と
、
所
票
之
性
U

才
と
ノ
を
区
別
し
て
、
性
善

1
性
近
、
性
近

I
不

移
の
聞
の
整
理
に
当
る
こ
と
に
な
る
。

性
相
近
也
、
此
言
所
票
之
性
、
不
是
言
性
之
本
。
若
言
其
本
、
量
可
謂
相

近
。
孟
子
所
言
便
正
言
性
之
本
。
言
性
之
本
則
無
不
善
、
号
一
口
所
票
之
性
則

有
善
有
不
善
。
性
即
是
理
、
理
無
不
善
。
所
票
之
性
才
也
、
才
一
票
於
気
。

票
其
清
者
為
賢
、
直
訴
其
濁
者
為
愚
。

或
目
、
人
性
本
善
、
有
不
可
革
者
何
也
。
目
、
語
其
性
則
皆
善
也
、
語
其

才
則
有
下
愚
之
不
移
。
所
謂
下
愚
有
二
駕
。
自
暴
也
自
棄
也
。
人
有
以
善

自
治
則
無
不
可
移
者
。
難
昏
愚
之
至
皆
可
漸
摩
而
進
也
。
惟
自
暴
者
拒
之

以
不
信
、
自
棄
者
絶
之
以
下
為
、
難
聖
人
与
居
、
不
能
化
而
入
也
。
仲
尼
之

所
謂
下
愚
也
。
然
天
下
自
暴
自
棄
者
非
必
皆
昏
愚
也
。
往
往
強
戻
而
才
力

有
過
人
者
、
商
辛
是
也
。
聖
人
以
其
自
絶
於
善
謂
之
下
愚
、
然
考
其
帰
則

(
以
上
、
論
語
精
義
)

誠
愚
也
。

程
顕
の
、
こ
の
両
章
に
か
か
わ
る
発
言
と
し
て
「
論
語
精
義
』
に
載
る
も
の
併

せ
て
十
則
、
そ
の
う
ち
右
の
二
則
を
択
ん
で
掲
げ
た
の
は
、

一
に
『
集
註
』
の

採
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
み
た
の
で
あ
る
。
但
し
、
採
る
に
際
し
朱
裏
は
前
半
の

一
則
を
次
の
よ
う
に
集
約
し
て
い
る
。

程
子
日
、
此
言
気
質
之
性
、
非
言
性
之
本
也
、
若
言
其
本
、
則
性
即
是
理
、

理
無
不
善
、
孟
子
之
言
性
差
ロ
是
也
。
何
相
近
之
有
哉
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
「
若
し
其
の
本
を
言
へ
ば
、
査
に
相
近
じ
と
謂
ふ
可
け
ん
」
「
人

有
く
も
善
を
以
て
自
ら
治
む
れ
ば
、
則
ち
移
る
可
か
ら
ざ
る
者
は
無
し
」
と
い

う
、
こ
の
主
張
は
明
確
で
あ
る
。
『
孟
子
』
尊
重
の
枠
内
で
『
論
語
」
を
生
か
し

た
典
型
が
、
こ
こ
に
あ
る
。

朱
喜
…
は
後
半
の
一
則
、
就
中
、
移
る
こ
と
の
可
能
か
不
可
能
か
に
か
か
わ
っ

て
、
『
或
間
』
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
答
え
る
。

以
聖
人
之
言
観
之
、
則
日
不
移
而
己
、
不
日
不
可
移
也
。
以
程
子
之
言
考

之
、
則
日
以
其
不
肯
移
而
後
不
可
移
耳
。
蓋
聖
人
之
言
本
皆
以
気
質
之
票

市
言
、
其
品
第
未
及
乎
正
有
不
可
之
耕
也
。
程
子
之
言
則
以
人
責
其
不
可

移
也
。
而
徐
究
其
本
克
則
以
其
票
賦
甚
異
而
不
肯
移
、
非
以
其
票
賦
之
異

而
不
可
移
也
。

-8-

注
目
す
べ
き
は
、
程
顧
の
言
葉
「
無
不
可
移
者
」
を
、
「
以
人
責
其
不
可
移
也
」

と
解
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
か
く
て
は
、
『
集
注
』
に
採
用
し
て
は
い
る
が
、

条
件
づ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
は
『
集
注
』
を
扱
う
と
き

に
想
起
す
る
こ
と
と
す
る
。

次
い
で
沼
祖
百
円
(
一

O
四一

1
一
O
九
八
)
、
謝
良
佐
(
一

O
五

o
l
-
-
o

三
)
、
予
惇
(
一

O
七一

1
一
一
四
二
)
の
も
の
。
『
論
語
精
義
」
に
よ
る
。

沼
田
、
人
生
而
静
天
之
性
也
。
孟
子
日
人
之
性
善
、
皆
可
以
為
奏
舜
。
吾
一
口

相
近
也
。
服
嘉
之
服
、
請
莞
之
言
、
行
嘉
之
行
、
是
尭
而
巳
。
服
築
之
服
、

諦
築
之
一
士
一
口
、
行
祭
之
行
、
是
築
而
己
。
相
遠
也
。
人
君
可
不
慎
所
習
哉
。

沼
田
、
人
之
性
本
問
、
及
其
為
上
知
、
則
不
可
復
為
下
愚
実
。
為
下
愚
亦

不
可
復
為
上
知
失
。
故
柔
不
可
以
為
築
、
築
不
可
以
為
桑
。
孟
子
日
、
学

問
之
道
無
他
、
求
其
放
心
市
巳
。
下
愚
非
性
也
。
放
心
市
不
知
求
、
故
其



議
愈
下
。
学
其
可
…
小
館
載
。

謝
日
、
人
之
性
不
向
如
楚
表
。
地
有
詑
躍
師
、
人
事
之
不
斉
。

然
其
拐
皆
善
、
放
問
相
近
。
克
念
作
聖
問
念
為
狂
、
其
諌
難
一
一
間
務
違
実
。

者
、
非
得
於
有
住
之
務
。
自
其
不
移
一
郎
各
之
也
。
上
知
一
円
移

然
性
無
不
可
移
之
理
、
人
自
不
移
刷
出
。

非
上
知
、

予
日
、

也
、
間
以
言
相
近
。其
才
分
也
。

非
得
工
J

有
生
之
初
然
也
。

は
、
こ
の
ご
一
氏
の
相
近
i
性
善
の
扱
い
に

に
議
開

で
あ
っ
た
。

至
れ
り
と
い
而
る
に
又
た
何
ぞ
相
近
を
訟
で

か
た
に
つ
い
て
も
、
言
う
と
こ

ふ〉

ハ
議
題
〉
。
ま

っ
た
。

張
子
、
議
・
樹
氏
、
皆
以
為
習
境
相
逮
一
郎
後
不
移
、

失
之
。
至
手
記
、
以
才
分
纂
棄
罵
言
、
期
間
関
於
程
子
之
説
、

日
非

得
於
有
長
之
初
、
財
又
雑
取
議
設
え
言
語
詞
乎
張
荏
之
意
存
。
二
説
不
容

不
知
其
倍
以
合
之
也
。

朱
薫
が
、

の
オ
は
有
生
の
初

の
、
と
制
判
じ
て
い
る
こ
と
を
記
犠

に
、
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

f論言語j性近溜遼3撃について

向
じ
く

揚

時

(

に
載
る
も
の
で
あ
る
。

一一

次

。
五
二
一

1
一…

〆働、、

潜
日
、

成
之
者
性
、

若
桂
樹
近
溜
綴
遠
、
是
也
。

深
探
其
本
也
。
其
間
同
議
子
持
入
井
皆
有
機
協
側
謡
之
心
、
乃

姑
鎚
入
所
見
部
議
之
也
。
是
以
当
時
学
者
不
能

夫
道
未
払
知
有
名
、
感
於
物
一
郎
出
則
善
之
名
立
突
、
託
於
物
間
生
射

性
之
名
立
長
。
著
者
性
之
徳
、
故
粧
予
防
物
得
以
生
課
立
謙
、
性
者
善
之

資
也
。
故
荘
子
日
形
体
保
神
鶏
之
性
。
蓋
道
之
在
天
地
則
撞
五
行
於
問
問
時
、

百
物
主
鷲
。
無
葬
品
一
時
間
者
也
、
無
悪
也
。
故
田
継
之
者
善
也
。
道
之
在
人
則

出
内
高
入
息
、
議
飲
而
飢
食
、
無
非
性
者
、
袋
小
泰
也
。
萄
得
其
性
之
本
然
、

皮
身
一
郎
誠
関
本
人
地
万
物
之
理
得
寵
道
自
我
成
長
。
数
倍
成
之
湯
性
也
。
惟

茶
阿
出
於
一
気
、
而
気
之
所
龍
有
企
有
矯
有
邪
有
正
有
粋
有
薮
有
…
厚
海
簿
、

然
後
有
よ
知
下
盤
中
人
之
不
同
也
。
議
之
大
塊
猿
気
其
名
為
風
、
風
之
所

出
無
蒸
気
也
、
高
叱
者
数
湯
川
叶
者
号
者
其
声
者
殺
…
小
関
、
以
其
所
読
者
物

物
殊
形
耳
、
認
芦
一
之
不
開
丹
市
謂
有
異
風
可
乎
。
孟
子
議
役
韓
正
類
此
也
。

菊
鶴
一
一
一
一
日
間
性
患
、
楊
雄
告
白
人
立
性
善
悪
混
、
韓
意
震
性
有
一
一
一
口
問
、
蓋
皆
蔽
於
末

流
而
不
知
英
本
也
。
設
五
万
之
民
剛
毅
軽
震
遅
速
異
斉
、
刑
問
気
之
所
票
可

以

類

推

之

也

。

弘

警

畿

為

父

間

有

舜

、

乎。

←き

N
M
習
而
毅
途
財
天
下
之
性
或
報
倍
礎
者
翠
多
実
。

則
謂
性
有
一
一
一
品
来
為
不
可
。
惟
其
止
以
是
為
性
期
一
一
一
子
表
立

失
意
。
成
投
存
存
道
義
之
門
、
議
非
良
心
知
性
者
、
不
足
以
与
此
。
宣
乎

子
寅
知
道
者
意
。
得
其
一
段
以
言
袋
、
放

其
賛
霊
入
者
及
批
。

如
上
の
瀞
酢
の
説
、

あ
る
と
し
て
批
判
、
そ
の
論
評
の

し
て
、
い
ま
潜
酵
の

H

道
μ

H

性
μ

の
扱
い
が
老
払
的
マ

に
詳
纏
を
極
め
る
。
そ
れ
は

2ま

相
近
と
性
千
畳
間
の

吋
人
の
見
る
一
新
」
と

の
本
」
と
の

は
、
ま
と
も

、
次
の
知
き
も
の
。
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楊
日
、
性
者
一
々
物
之
一
源
也
。

襟
足
以
勝
気
、
民
友
之
亦

有
上
知
、

而
己
突
。

資
票
一
異
也
。

す
は
、
+
か
み
ん
滋
な
り
い
と
評
す
る
。
思
う

心
の
、
最
大
の
も
の
は
、
こ

の
こ
の

「
移
ら
ざ
る
所
以
の
意
を
発
明
せ
、
ず
、
専
ら
移
る
可
き
を
訟
で
か
か
わ
る
関

の
才
は
有
生
の
初

の
μ

と

す

る

点

こ

の

点

の
な
か
で
、
、
明
確
に
先
天
的
決
定
論

て
い
る
の
は
、
次
の
昌
希
哲
ハ

一
一
一
六
〉
の
も
の
で
あ

る。

即
ち
先
に
み
た

呂
田
、
入
笠
均
善
、
其
以
偶
然
濯
義
市
己
。
然
不
能
然
浅
深
厚
薄
、

調
相
近
、
習
寵
成
投
知
善
悪
殊
途
。

呂
呂
、
所
謂
灘
薬
必
強
、
難
愚
必
一
明
者
、
指
中
人
而
言
。

上
、
習
商
懇
則
可
以
下
。

此
謂
不
移
。

は
、
前
半
の
議
論
に
関
し
て
は
、
梧
応
の

の
η
不
移
u

に
関
す
る
箆
解
に
は
、

下
愚
難
学
亦
不

に
於
て
は
、
ど
う
し
た
こ
と
か
蝕

て
い
る
が
、
設
学

れ
ら
れ
て
い
な
い
。
批
判
の
要
を
認
め
な
か
っ
た
、
と
解
?
ベ

に
載
ぜ

以
上
、

の
い
う
と
こ

段
所
謂
性
、
兼
気
嚢
花
言
者
也
。

則
皆
一
小
甚
根
遺
也
。

固
有
発
懇
之
不
問
実
。
然

留
於
悪
露
悪
、
於

人
之
気
費
相
近
之
中
、
又
有
美
悪

…
期
券
習
之
所

能
移
者
。

註
い
は
、
諮
述
の
通
、
つ
、
の
一
一
揺
を
、

そ
れ
ぞ
れ
に
引
い
て
体
設
を
備
え
た
あ
と
、

智
愚
不
移
媛
、

或
呂
、

蓋
前
文
耳
。

に
明
ら
か
な
通
り
、
知
明
愚
不
移
章
に
於

と
述
べ
て
終
っ
て
い
る
。
問
題
点

る
と
こ
ろ

朱
烹
に
と
っ
て

は
拙
相
違
を
意
識
し

(
無
不
可
移
者
〉
削
間
以
人
責
其
不
可
移
也
」
と
限
定
的

「
語
類
い
に
は
、
も
と
よ
り
左
の
ご
と
き
程
説
是
認
の

こ
そ
、
前
述
の
ご
と
く

に
お
い
てる
こ
と
も

し
て
い
る
の

も
み
え
る
。

10 

刷
用
翠
有
不
移
之
理
。
然
人
性
本
益
問
、

之
入
、

夫
量
有
終
不
可
移
之
理
、

則
為

当
発
伊
川
之
説
。
一
前
語
難
強
一
炭
一
如
蹴
間
半
之
入
、

是
也
。

し
か
し
、
こ
の
局
諜
所
録
の
も
の

い
て
、
次
の
二
期
も
見
え
る
の
で
あ
る
。

先
生
問
、
木
之
稿
日
所
説
気
嚢
之
註
、

対
日
、
難
知
其
鏡
、

の

終
是
胸
中
米
箆
鴨
神
通
透
、
兼
集
控
上
智
一
「
態
輩
、

会
得
合
処
。
日
、
復
是
莫
要
只
管
求
其
合
、

所
一
一
一
協
会
有
地
頭
。
孔
子
設
相
近
査
不
移
、

最
有
部
品
比
者
、
如
何
必
説
遵
変
得
。

米
理
聖
人

而
其
所
以
一
会
批
下

孔
子
説
持
都
揮
成
、
伊
川
那

設
去F

愚
者
是
窓
生
。

只
説
到
七
分
、
不
説
軒
底
、
孟
?
?
却
只
説
得
性
善
、

不
部
門
。
正
如
今
喫
茶
結
糾
齢
、
有
喫
得
尽
底
、
有
興
得
多
底
少
窓
、

各
自



牽
合
便
成
穿
撃
去
。

間
集
注
謂
気
質
相
近
之
中
又
有
一
定
市
不
可
易
者
、
復
挙
程
子
無
不
可
移

之
説
、
似
不
合
。
目
、
且
看
孔
子
説
底
、
如
今
却
自
有
不
移
底
人
、
如
完

舜
之
不
可
為
築
紺
、
築
紺
之
不
可
使
為
莞
舜
。
夫
子
説
底
只
如
此
、
伊
川

却
又
推
其
説
。
須
知
其
異
而
不
害
其
為
向
。
因
説
気
化
有
不
可
暁
之
事
、

但
終
未
理
会
得
透
、
不
能
無
疑
。

銭
木
之
が
採
せ
る
以
上
の
二
則
は
、
要
す
る
に
朱
烹
心
中
の
葛
藤
の
表
明
に
ほ

か
な
ら
ぬ
。
程
顧
の
示
せ
る
「
移
る
べ
か
ら
ざ
る
無
き
」
志
向
は
、
こ
れ
を
否

定
す
べ
く
も
な
い
。
き
れ
ば
と
て
朱
烹
に
と
っ
て
は
、

H

義
理
の
解
μ

に
も
限
界

が
あ
ろ
う
と
い
う
も
の
。
例
え
ば
か
の
張
九
成
(
一

O
九
二

1
一
一
五
九
)
の

『
論
語
絶
句
」
に
載
る
次
の
一
首
を
み
ら
れ
よ
。
朱
裏
の
到
底
黙
認
し
う
る
と

」
ろ
で
は
な
い
。

性
習
自
然
分
遠
近

性
習
自
然
に
遠
近
を
分
か
つ

智
愚
安
得
便
無
移

智
愚
安
ん
ぞ
便
ち
移
る
無
き
を
得
ん

困
み
て
学
ば
ざ
る
民
斯
に
下
な
り

困
而
不
学
民
斯
下

愚
者
要
当
且
力
為

愚
者
当
に
且
く
力
め
為
す
べ
き
を
要
す

『論語』性近習遠章について

は
た
ま
た
朱
裏
の
講
友
張
拭
(
一
一
一
一
一
一
ニ

1
一
一
入

O
)
の
『
笑
巳
論
語
解
』

の
次
の
一
条
を
み
ら
れ
よ
。

上
知
則
不
論
於
下
、
下
愚
則
不
達
於
上
。
有
非
上
知
下
愚
、
則
念
不
念
之

分
、
固
可
得
而
移
也
。
上
知
下
愚
一
存
於
気
菓
乎
。
目
、
不
然
。
上
知
固

生
知
之
流
、
然
亦
学
而
可
至
也
。
均
是
人
也
、
難
気
一
果
之
濁
亦
宣
有
不
可

変
者
乎
。
惟
其
自
暴
自
棄
市
不
知
学
、
則
為
安
於
下
愚
、
而
不
可
移
失
。

か
か
る
理
解
が
行
わ
れ
る
な
か
で
、
朱
薫
は
敢
然
と
し
て
「
有
美
悪
一
定
而
非

習
之
所
能
移
者
」
と
断
じ
た
の
で
あ
る
。
程
説
を
も
併
せ
掲
げ
た
の
は
、
朱
宣
有
山

に
と
っ
て
む
し
ろ
譲
歩
で
あ
っ
た
、
と
評
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

明
初
、
胡
広
の
『
集
註
大
全
』
完
成
期
ま
で
の
諸
氏
の
所
説
の
な
か
か
ら

っ
、
程
朱
両
註
の
相
違
を
問
題
に
し
た
も
の
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
、
相

近
章
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
る
。

此
章
程
子
専
以
為
気
質
之
性
、
朱
子
以
為
兼
気
質
而
一
言
。
兼
字
尤
精
。
蓋

謂
之
相
近
、
則
是
未
免
有
些
不
同
処
、
不
可
指
為
本
然
之
性
。
然
其
所
以

相
近
者
、
正
以
本
然
之
性
寓
在
気
質
之
中
、
難
随
気
質
而
各
為
一
性
、
而

其
本
然
者
常
為
之
主
、
故
気
質
難
殊
、
而
性
終
不
甚
相
遠
也
。
此
是
以
本

然
之
性
兼
気
質
而
言
之
、
非
専
主
気
質
而
言
也
。
(
鏡
魯
l
l
|集
註
大
全
所
引
)
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こ
の
、
程
顕
を
批
判
し
、
朱
烹
に
左
祖
し
た
韓
関
魯
の
説
に
対
し
、
陳
淳
(
一
一

五
三

1
二
二
七
)
は
言
う
。

人
有
此
形
則
有
此
心
、
有
此
心
則
票
受
此
理
、
性
者
心
中
所
票
受
之
理
也
。

議
説
性
字
則
巳
寓
於
気
質
中
失
、
非
気
質
則
性
安
所
寓
乎
。
性
善
以
天
地

之
性
言
、
非
天
地
之
性
懸
空
不
着
乎
気
質
而
白
為
一
物
也
。
就
気
質
中
指

出
天
地
本
然
賦
予
之
理
、
不
雑
乎
気
質
而
言
之
耳
。
然
天
地
之
性
難
不
雑

乎
気
質
亦
不
離
乎
気
質
。
孟
子
之
言
性
善
、
指
其
不
雑
乎
気
質
者
言
之
也
。

乃
是
純
言
天
地
之
性
也
。
孔
子
之
言
性
相
近
、
以
其
不
離
乎
気
質
者
言
之

也
。
乃
是
兼
言
気
質
之
性
也
。
兼
云
者
、
言
本
然
之
性
爽
帯
言
気
質
之
性

也
。
朱
子
有
云
、
孔
子
雑
乎
気
質
言
之
、
雑
即
兼
也
。
輔
氏
鏡
氏
推
集
註

兼
気
質
而
言
之
説
、
終
欠
透
徹
。
不
得
己
而
発
此
云
。

(
集
註
大
全
所
引
)
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「
気
質
を
離
れ
ず
し
て
之
を
言
う
」
場
合
の
立
脚
点
は
、
気
質
の
側
に
あ
り
、

こ
れ
は
明
ら
か
に
「
本
然
の
性
を
言
い
つ
つ
爽
帯
ん
で
気
質
の
性
を
言
う
」
場

合
と
は
異
な
る
、
と
い
う
。
こ
の
陳
淳
の
指
摘
は
「
兼
」
の
二
子
に
か
か
わ
っ

て
精
綴
と
評
す
べ
き
で
あ
る
が
、
よ
り
重
要
な
こ
と
は
、
性
を
説
く
に
気
質
を

重
視
す
る
方
向
性
を
明
確
に
打
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
陳
淳
の
か
か
る
主
張
は
、

『
北
渓
字
義
』
に
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

気
票
之
説
従
何
而
起
。
夫
子
日
、
性
相
近
也
習
相
遠
也
、
唯
上
智
与
下
愚

不
移
、
此
正
是
説
気
質
之
性
。
子
思
子
所
謂
三
知
三
行
、
及
所
謂
雄
愚
必

明
雄
柔
必
強
、
亦
是
説
気
質
之
性
。
但
未
分
明
指
出
気
質
字
為
言
耳
。
到

二
程
子
始
分
明
指
認
説
出
甚
詳
備
。
横
渠
因
之
、
又
立
為
定
論
目
、
形
而

後
有
気
質
之
性
善
、
反
之
則
天
地
之
性
存
荒
、
故
気
質
之
性
君
子
有
弗
性

者
鷲
。
気
質
之
性
是
以
気
票
言
之
、
天
地
之
性
是
以
大
本
言
之
。
其
実
天

地
之
性
亦
不
離
気
質
之
中
。
只
是
就
那
気
質
之
中
、
分
別
出
天
地
之
性
、

不
与
相
雑
為
言
耳
。
此
意
学
者
又
当
知
之
。

わ
れ
わ
れ
は
、
程
頴
的
性
説
復
活
の
き
ざ
し
を
、
こ
こ
に
見
る
の
で
あ
る
。

四

明
代
の
前
半
、
朱
子
学
徒
の
面
面
は
、
「
理
」
に
立
脚
し
て
「
性
」
を
考
え
た

か
ら
、
孔
丘
の
言
は
、
孟
軒
の
言
に
亜
い
で
意
識
さ
れ
る
状
態
で
あ
っ
た
。
醇

喧
(
一
三
九
二

1
一
四
六
回
)
は
言
う
。

孟
子
言
性
善
、
拡
前
聖
之
未
発
。
程
子
性
即
理
也
、
与
張
子
皆
論
気
質
之

性
、
又
拡
孟
子
之
未
発
。
至
朱
子
会
奉
張
程
之
論
性
、
至
失
。

(
醇
文
清
公
読
書
録

巻
五
)

次
い
で
胡
居
仁
(
一
四
三
四

1
一
四
八
四
〉
。

理
無
不
善
。
所
以
発
而
為
陰
陽
五
行
、
以
生
人
物
者
、
気
也
。
其
交
感
錯

綜
、
益
参
差
不
斉
、
而
清
濁
偏
正
、
於
是
駕
分
、
市
賢
愚
善
悪
出
失
。
難

有
賢
愚
善
悪
之
分
、
然
本
然
之
善
、
未
嘗
不
存
乎
其
中
。
但
賢
者
因
其
気

之
清
、
而
能
明
其
理
、
有
其
善
、
愚
者
因
其
気
之
、
潟
、
以
蔽
其
理
、
而
失

其
善
、
流
於
悪
失
。
故
孟
子
言
性
善
、
是
就
所
生
所
菓
之
理
而
言
、
孔
子

言
性
相
近
、
指
気
菓
而
言
。

(
居
業
録

巻
二

胡
居
仁
か
ら
後
れ
る
こ
と
三
十
年
、
羅
欽
順
(
一
四
六
五

1
一
五
四
七
)
は
、

そ
の
理
気
揮
一
の
立
場
か
ら
次
の
よ
う
に
言
う
。

六
経
之
中
、
言
心
自
帝
舜
始
、
言
性
白
成
湯
始
。
舜
之
四
言
未
嘗
及
性
、

性
固
在
其
中
矢
。
至
湯
始
明
言
之
、
日
惟
皇
上
帝
、
降
衷
子
下
民
、
若
有
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恒
性
、
克
緩
厩
猷
惟
后
。
孔
子
言
之
加
詳
目
、

一
陰
一
陽
之
謂
道
、
継
之

者
善
也
、
成
之
者
性
也
。
仁
者
見
之
謂
之
仁
、
知
者
見
之
謂
之
知
、
百
姓

日
用
而
不
知
、
故
君
子
之
道
鮮
実
。
又
目
、
性
相
近
。
子
思
述
之
則
目
、

天
命
之
謂
性
、
率
性
之
謂
道
。
孟
子
祖
之
則
目
、
性
善
。
凡
古
聖
賢
之
言

性
不
過
如
此
。
自
告
子
而
下
、
初
無
灼
然
之
見
、
類
皆
想
像
以
為
言
。
其

言
益
多
、
其
合
於
聖
賢
者
殊
寡
、
卒
未
有
能
定
於
一
者
。
及
宋
程
張
朱
子

出
、
始
別
白
而
言
之
、
軌
為
天
命
之
性
、
執
為
気
質
之
性
、
参
之
孔
孟
、

験
之
人
情
、
其
説
於
是
乎
大
備
失
。
然
一
性
市
両
名
、
雄
日
二
之
則
不
是
、

市
一
之
又
未
能
也
。
学
者
之
惑
、
終
莫
之
解
、
則
紛
紛
之
論
至
今
不
絶
、

於
天
下
亦
薬
怪
哉
。
愚
嘗
嬬
蘇
以
求
之
、
沈
潜
以
体
之
、
積
以
歳
年
、
一

旦
悦
然
似
有
以
洞
見
其
本
末
者
。
窃
以
性
命
之
妙
、
無
出
理
一
分
殊
四
字
、



簡
市
尽
、
約
而
無
所
不
通
、
初
不
仮
於
牽
合
安
排
、
自
確
乎
其
不
可
易
也
。

蓋
人
物
之
生
、
受
気
之
初
、
其
理
惟
一
、
成
形
之
後
、
其
分
則
殊
。
其
分

之
殊
、
莫
非
自
然
之
理
、
其
理
之
一
、
常
在
分
殊
之
中
。
此
所
以
為
性
命

之
妙
也
。
語
其
一
、
故
人
皆
可
以
為
莞
舜
、
語
其
殊
、
故
上
智
与
下
愚
不

移
。
聖
人
復
起
、
其
必
有
取
於
吾
言
実
。

巻
上
一
四
)

「
一
性
に
し
て
両
名
、
之
を
二
と
す
れ
ば
則
ち
是
な
ら
ず
と
日
ふ
と
雄
も
、
之

(
困
知
記

を
一
に
す
れ
ば
又
未
だ
能
く
せ
ず
」
、
そ
こ
で
理
一
分
殊
の
理
論
で
、
孔
孟
の
問

の
調
整
を
計
ろ
う
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

羅
欽
順
と
時
を
同
じ
く
し
た
王
廷
相
(
一
四
七
四

i
一
五
四
四
)
の
性
の
概

念
に
は
、
理
と
か
本
然
之
性
と
か
と
い
っ
た
本
源
的
要
素
は
一
切
含
ま
れ
な
い
。

余
以
為
人
物
之
性
無
非
気
質
所
為
者
。
離
気
言
性
、
則
性
無
処
所
、
与
虚

同
帰
、
離
性
言
気
、
則
気
非
生
動
、
与
死
同
途
。
是
性
与
気
相
資
、
而
有

不
得
相
離
者
也
。
但
主
於
気
質
、
則
性
必
有
悪
、
而
孟
子
性
善
之
説
不
通

臭
、
故
又
強
出
本
然
之
性
之
論
、
超
乎
形
気
之
外
而
不
雑
、
以
停
会
於
性

善
之
旨
、
使
孔
子
之
論
反
為
下
乗
、
可
乎
哉
。
不
思
性
之
善
者
、
莫
有
過

於
聖
人
、
而
其
性
亦
惟
具
於
気
質
之
中
、
但
其
気
之
所
菓
清
明
淳
粋
、
与

「論語』性近習遠章について

衆
人
異
、
故
其
性
之
所
成
、
純
善
而
無
悪
耳
、
又
何
有
超
出
也
哉
。
聖
人

之
性
既
不
離
乎
気
質
、
衆
人
可
知
失
。
気
有
清
濁
粋
駁
、
則
性
安
得
無
善

悪
之
雑
。
故
田
惟
上
智
与
下
愚
不
移
。
是
性
也
者
、
乃
気
之
生
理
、
一
本

之
道
也
。
信
如
諸
儒
之
論
、
則
気
自
為
気
、
性
自
為
性
、
形
性
二
本
、
不

相
待
而
立
失
。
韓
子
所
謂
今
之
言
性
者
雑
仏
老
市
言
者
是
也
。

(
王
氏
家
蔵
集

答
醇
君
采
論
性
書
〉

王
廷
相
は
徹
底
し
た
気
一
元
論
者
で
、
「
無
生
則
性
滅
」
(
王
氏
家
蔵
集
、
性
揖
)

と
言
う
ほ
ど
で
あ
る
か
ら
、
程
顕
・
朱
宣
品
、
ひ
い
て
は
孟
軒
性
善
に
反
対
し
た

の
だ
っ
た
。
反
面
、
か
の
程
頴
の
「
悪
亦
不
可
不
謂
之
性
」
を
称
揚
し
た
。
(
雅

述
上
篇
)
こ
の
種
の
、
性
に
善
悪
あ
り
と
い
う
形
で
「
相
近
」
を
理
解
し
た
ケ
1

ス
を
、
所
謂
気
の
哲
学
者
の
な
か
か
ら
一
例
挙
げ
て
お
こ
う
。
呂
坤
(
一
五
三

六
1
一
六
一
八
)
。

虞
廷
不
専
言
性
善
、
目
、
人
心
惟
危
、
道
心
惟
徴
。
或
日
、
人
心
非
性
。

目
、
非
性
可
突
、
亦
是
陰
陽
五
行
化
生
否
。
六
経
不
専
言
性
善
、
目
、
惟

皇
上
帝
、
降
衷
下
民
、
厭
有
恒
性
、
又
目
、
天
生
蒸
民
、
有
欲
無
主
乃
乱
。

孔
子
不
専
言
性
善
、
目
、
継
之
者
善
也
、
成
之
者
性
也
、
又
日
、
性
相
近

也
、
惟
上
智
与
下
愚
不
移
。
韓
説
相
近
、
便
不
是
一
箇
、
相
違
従
相
近
起

脚
。
子
思
不
専
言
性
善
、
目
、
修
道
之
謂
教
。
性
皆
善
失
、
道
胡
可
修
。
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孟
子
不
専
言
性
善
、
日
、
声
色
臭
味
安
侠
、
性
也
。
或
目
、
這
性
是
好

性
。
目
、
好
性
如
何
君
子
不
謂
。
又
日
、
動
心
忍
性
、
善
性
量
可
忍
乎
。

犬
之
性
、
牛
之
性
、
量
非
性
乎
。
犬
牛
之
性
、
亦
仁
義
礼
智
信
之
性
乎
。

細
推
之
、
犬
之
性
猶
犬
之
性
。
牛
之
性
猶
牛
之
性
乎
。
周
茂
叔
不
専
言
性

善
、
目
、
五
性
相
感
而
善
悪
分
、
万
事
出
失
。
又
目
、
幾
善
悪
。
程
伯
淳

不
専
言
性
善
、
日
、
悪
亦
不
可
不
謂
之
性
。
大
抵
言
性
善
者
、
主
義
理
而

不
言
気
質
、
蓋
自
孟
子
之
折
諸
家
始
。
後
来
諸
儒
遂
主
此
説
、
而
不
敢
異

同
、
是
未
観
於
天
地
万
物
之
情
也
。
義
理
固
是
天
賦
、
気
質
亦
量
人
為
。

無
論
衆
人
、
即
莞
舜
馬
湯
文
武
周
孔
、
宣
是
一
様
気
質
哉
。
愚
倦
為
之
説

目
、
義
理
之
性
、
有
善
無
悪
、
気
質
之
性
、
有
善
有
悪
。
気
質
亦
天
命
於

人
而
与
生
倶
生
者
、
不
謂
之
性
可
乎
。
程
子
云
、
論
性
不
論
気
不
備
、
論

気
不
論
性
不
明
。
将
性
気
分
作
両
項
、
便
不
透
徹
。
張
子
以
善
為
天
地
之



人文科学議室長

性
、
湾
、
潟
純
薮
為
気
質
之
性
、
張
覚
支
離
。
一
鍾
気
、
加
潜

在
気
之
中
、
時
料
於
万
物
ガ
以
性
言
、
故
笹
字
従
生
従
心
、
言
有
生
之
心
也
G

設
袋
、
投
有
気
質
、
ロ
ハ
愛
一
箇
穂
性
、
人
人
都
是
生
知
聖
人
、

一
一
一
口
万
語
教
化
刑
名
都
是
多
了
底
、
伺
所
苦
龍
知
此
乎
。

持
敏
性
。
立
案
於
此
、
倹
千
百
数
之
後
駁
之
。

の
哲
学
者
の
中
で
も
、
性
の
善
悪
と
い

(
時
吟
諒
〉

み
る
ケ
;
ス
も
見
う
け
ら
れ
る
。

一
五
一
一
一
八

1

六
一
九
)
の
一

成
之
者
性
也
。
又
問
、
性
梧
近
也
、

性
如
此
、
後
世
莫
加
駕
。
夫
譲
成
之
者
性
、
怒
と
文
一
絵
一

替
、
則
成
之
之
性
、
為
捨
陽
之
気
之
務
成
、
亦
明
白
究
。
廿
矢
田
相
近
相
違
者
、

蓋
天
之
生
人
、

M
M
有

段

性

也

。

銭

形

亦

性

、

己。

て
お
く
。

= メL
而

苦
手
足
耳
目

罷
仁
義
礼
智
之
整
党
轄
純
者
是
己
。
然
語

形
有
長
短
有
詑
簿
、
有
大
小
、
難
万
有
不
斉
、
莫
不
各
有
手
足
耳
民
一
品
目
刷
。

故

8
聖
人
一
念
乎
衆
入
、
有
生
之
為
入
、
米
有
形
之
若
禽
獣
也
。
其
性
之
有

有
多
寡
、
難
万
有
不
斉
、
莫
不
各
脊
仁
義
乳
智
鷲
。
故

未
有
性
之
若
禽
獣
者
也
。

則
為
人
之
量
。

及
乎
人
生
之
接
、
知
誘
物
也
、

市
益
善
、
於
最
有
為
聖
人
者
突
。

而
淳
艮
多
者
、

習
於
不

於
是
有
為
愚
入
者
奏
。
英
語
等
第
、

故
田
相

其
議
如
此
。

又
恐
二
於
孟
子
性
善
之
説
、
以
此

制
約
性
実
荷
物
乎
。

為
兼
気
嚢
寵
一
言
。

市

し、

知
乾
一
克
之
生
生

乾
一
冗
之
条
理
難
無
一
小
糖
、
人
之
受
気
於
乾
一
五
、

議
其
取
水
於
海
也
。
海
水
有
麟
有
談
、
議
取
英
一
勺
、
未
必
戴
設
之
兼
取
、

未
必
額
決
之
浦
中
也
。
関
有
取
其
麟
淡
之
交
荷
遺
中
、
則
限
外
部
対
乾
一
克
之
条

或
取
其
献
棚
、
議
取
其
淡
、
別
問
隣

知
光
地
之
問
問
兵
有
一

前
為
壁
為
賢
無
援
也
。

梁
強
弱
昏
拐
、

r¥ 

皆
不
可
不
調
之
投
也
。

至
於
下
愚
不
移
、
斯
偏
之
極
突
。

不
能
学
也
。
孔
子
謂
之
椙
近
、
亦
府
中
入
雪
之
耳
。
上
智
下
態
不
与
也
。

然
襲
之
下
態
雨
下
、
別
為
禽
獣
、
為
草
木
、
乾
一
克
生
住
之
機
、
副
知
無
不
在

也
。
他
不
能
回
問
、
好
生
態
死
之
心
向
也
。
義
以
乾
一
万
之
気
無
非
生
也
。

ハ
明
儒
学
案
、
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こ
の
二
例
が
後
述
の
艶
宗
湾
・
孫
慎
行

さ
れ
て
よ
い
。

さ
か
の
ぼ
っ
て
羅
欽
順
・

は、

n
相
近
u
と

よ
く
類
似
す

は
、
向
田
立
思

の

五

〈
一
四
七
一
一
〈
?

を
時
一
の
も
の
と
見
倣
す
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

心
学
的
解
釈
な
行
つ

不
可
専
在
気
質
上
説
。
若
説
気
賞
、

部
関
与
薬
対
、
如
相
川
相
近
得
。
惟
性
善
関
陣
算
。
人
生
初
時
、
普
慈
悲
間

的
。
担
制
階
的
習
於
義
則
為
鰯
善
、
習
於
態
則
為
倒
的
悪
。
柔
的
習
於
滋
間
前
向
為

柔
善
、
習
於
悪
期
為
柔
悪
。

老
の

巻
一
二
)

ら

ず

」

の

る

為

に

は

、

の
基
本
的
主
張
!
iム
若
し
自
性
を
晃
得
し
て
明
白
な
る
の
誇
は
、
気
即

に
在
り



性
郎
是
れ
気
、
原
性
気
の
分
つ

こ
れ
無
議
開
無
悪
の
も

な
ど
宏
、
お
さ
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
部
ち

の
本
体

〈
総
醤
録

い
え
ば
、

を
な
す
宋
学
的
本
然
の
性
も
取
込
ま
れ
、
善
悪
は
た
だ
こ
れ

物
、
甚
だ
禅
味

い
も
の
と
な
っ

智
態
不
移
章
に
つ
い
て
は
、
当
然
に
も

は
否
定
さ
れ
た
。

間
上
智
下
愚
、
知
部
門
不
可
移
。
先
生
日
、
不
楚
不
可
移
、

巻
二

か
か

の
融
合
的
解
釈
は
、
も
と
よ
り
そ
の
後
学
に
継
承
さ
れ
る
。

伝
の
焦
紘
〈

r
A
四
O
t
p
一
六
一

子
性
無
普
無
不
審
、
性
穏
近
也
。

可
以
為
不
替
、
習
相

有
性
不
善
、
上
智
下
愚
不
移
也
。
饗
之
皆
出
於
孔
子
之

蓋
性
無
一
小
入
、
政
性
之
所
以
為
妙
。
知
性
之
無
不
入
、

守遠出以。

以
為
金
。

巻
一
)

一
一
一
教
融
合
論
老
衰
黄
(

一
六

G
八
ど

f論議J性近言雪渓2撃について

五一一一

稿
者
学
設
而
簿
於
異
孔
。
故
以
此
性
兼
気
質
高
言
。

天
命
之
外
、
間
約
無
性
突
。
惟
其
出
子
夫
命
、
故
其
初
皆
格
近
。
一
一

不
大
懸
絶
也
。

一
菌
、
情
熱
闘
有

只
就
懇

善
者
難
議

子
水
性
然
織
議
加
益
。

日
遠
耳
。
ハ
四
書
割
問
一
正
〉

こ
と
の
つ
い
で
に
、

の
側
の
も
の
を
一
例
。
鶏
益
智
旭
(
一
五
九
九

i
?
)。

孟
子
道
性
善
、
只
説
人
道
之
性
、
以

(
論
語
点
醗
補
控
〉 一一、、ω/

五

と
「
性
議
ご
と
の
究
機
的
一
致
の
主
張

い
を
み
せ
つ
つ
、
心
学
表
迭
の
あ
と
も
行
わ
れ
、
明
末
か

に
か
け
て
、
相
近
不
移
詞
章
解
釈
の

如
上
の

多
少
の
一
一
ユ

ア
ン
ス

っ
た
。
こ

「性」

を

と
「
生
」
と

の
鎚
か
ら
説
く
と
こ
ろ
に
共
通
点
が
あ
り
、
劉

(
一
五
七
八

1
ニ
ハ
四
五
可
孫
憐
行
ハ

五
六
五

1
一
六

を
嘱
矢

気
費
之
性
、
鮮
義
現
之
性
、

市
窓
口
勺
喜
怒
哀
楽
之
米
発
、
非
山
気
質
・
之
粋
然
者
乎
。

者
、
不
通
只
恐
楽
一
郎
話
、
京
高
務
。
蒸
問
問
麓
之
一
宅
趨
勝
、
い
ん
J

幾占

最
一
鑓
逸
不
及
、
別
府
皆
闘
養
補
流
者
也
。
惟
景
説
有
過
不
及
之
分
数
、

積
比
一
以
柱
、
容
有
十
百
千
万
、

mw
天
命
之
性
、

子
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間
而
非

故
田
性
船
側
近
、
翠
椙
遠
。

野
心
亦
本
無
不
並
抑
制
、

総
従
後
天
市
組
。
諸
子
不
察
、
而
鑑
識
之
以
性
、
不
日
築
乎
。

〈
明
儒
学
案
、
議
山
学
薬
所
引
)

下
愚
冊
以
強
不
移
。
日
目
、

種
種
対

自
棄
之
過
、
非
究
費
之
過
也
。
然
知
生
知
学
知
国
知
又
何
不
開
問
。
臼
、
此

孔
?
?
所
講
姓
栢
近
者
也
。
相
近
寵
同
是
養
中
、
悲
不
可
一
律
語
斉
。
薬
剤

性
之
反
之
、
可
讃
隠
乎
。
呂
、
孟
子
議
以
湯
武
合
桑
舜
、
非
以
提
舜
劣
湯

武
内
出
。
正
所
謂
湾
園
児
養
中
、
不
可
一
一
律
斉
者
也
。
終
不
警
為
知
之
一
。
鉾
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如
水
有
万
派
、
流
性
終
問
、
山
形
万
状
、
止
性
終
向
。
故
人
人
可
為
莞
舜
、

同
故
也
。
或
相
倍
程
市
無
算
、
不
能
尽
其
才
、
此
則
異
耳
。
聖
賢
見
其
異

而
知
其
同
。
諸
説
迷
其
同
而
執
其
異
。
後
儒
既
信
其
問
、
又
疑
其
異
、
故

(
明
儒
学
案
、
東
林
学
案
所
引
)

其
言
性
也
多
不
合
。

か
の
貰
宗
義
(
一
六
一

0
1
一
六
九
五
)
が
、
孫
慎
行
の
学
問
に
つ
い
て
「
先

儒
未
発
の
所
を
発
せ
る
も
の
凡
そ
数
端
」
(
『
明
儒
学
案
』
東
林
学
案
〉
と
算
え

上
げ
る
そ
の
第
二
は
、
こ
の
「
性
は
善
、
気
質
ま
た
同
じ
く
是
れ
善
」
な
の
で

あ
る
。陸
世
儀
(
一
六
一
一

1
一
六
七
二
)
は
『
書
経
」
湯
詰
の
「
有
恒
性
」
に
拠
っ

て
「
相
近
」

|
1
l
「
性
善
」
の
関
係
を
説
明
し
た
。

孔
子
目
、
性
相
近
也
、
相
近
即
書
厩
有
恒
性
之
恒
字
、
其
中
即
有
善
字
意

在
。
不
然
、
便
是
無
本
領
漢
寵
統
話
頭
也
。
(
思
排
録
輯
要
巻
一
一
六
)

こ
の
陸
世
儀
は
「
性
離
不
得
気
質
、
猶
道
離
不
得
陰
陽
。
気
質
之
外
無
性
、
陰

隣
之
外
無
道
」
(
同
前
)
と
い
う
主
張
を
も
ち
、
時
代
の
先
頭
に
立
つ
一
人
に
算

え
得
ょ
う
。

顧
炎
武
、
(
一
六
一
一
一
一

1
一
六
八
二
)
に
も
陸
世
儀
と
同
様
の
議
論
が
見
ら
れ

る。

性
之
二
子
、
始
見
於
商
書
。
目
、
惟
皇
上
帝
、
降
衷
子
下
民
、
若
有
恒
性
。

恒
即
相
近
之
義
、
相
近
、
近
於
善
也
。
相
遠
、
遠
於
善
也
。
故
夫
子
目
、

人
之
生
也
直
、
岡
之
生
也
幸
而
免
。
原
注
、
人
之
生
也
直
、
則
孟
子
所
謂
性
善
。

(
日
知
録
、
巻
七
)

王
夫
之
(
一
六
一
九

1
一
六
九
二
)
は
、
「
人
物
有
性
、
天
地
非
有
性
」
(
『
周

易
外
伝
』
巻
五
)
、
「
夫
性
者
生
理
也
、
日
生
則
日
成
也
」
(
『
尚
書
引
義
』
巻
三
〉

と
、
「
性
」
を
徹
底
し
て
「
生
」
に
引
き
つ
け
て
説
く
思
想
家
で
あ
る
。

夫
子
日
、
知
天
人
之
際
者
、
可
以
知
性
。
察
善
悪
之
幾
者
、
在
地
叶
其
習
。

性
之
於
人
至
実
哉
、
而
習
之
於
人
亦
切
失
哉
。
均
是
生
也
。
均
是
気
也
。

均
是
人
之
生
也
。
均
是
気
之
理
也
。
二
気
之
良
能
、
五
行
之
精
秀
、
理
行

乎
気
而
為
形
、
気
載
夫
理
而
為
心
、
夫
不
相
近
乎
哉
。(
四
書
訓
義
巻
一
一
一
)

「
性
の
人
に
お
け
る
や
至
れ
る
」
の
で
あ
る
、
が
、
そ
の
保
証
は
、
「
羽
田
」
に
あ
る
、

と
い
う
。
王
夫
之
は
、
以
下
「
習
」
の
重
要
性
を
、
「
不
移
」
章
に
も
及
ん
で
説

や

誌

、

く
カ

つ
ぎ
に
は
別
の
資
料
を
掲
げ
て
み
よ
う
。

孟
子
言
性
、
孔
子
言
習
。
性
者
天
道
、
習
者
人
道
。
魯
論
二
十
篇
皆
言
習
、

故
目
、
性
与
天
道
不
可
得
而
聞
也
。
己
失
之
習
而
欲
求
之
性
、
難
見
性
且

不
能
救
其
習
、
況
不
能
見
乎
。
(
倹
解
)

王
夫
之
に
と
っ
て
、
こ
の
相
近
章
は
、
性
の
生
成
の
過
程
に
か
か
わ
っ
て
、
孟

子
性
善
と
補
い
合
う
言
葉
と
観
ぜ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

清
初
の
朱
子
学
者
李
光
地
(
一
六
四
二

i
一
七
一
八
)
も
「
相
近
即
性
善
」

を
主
張
し
た
。

案
夫
子
此
言
惟
孟
子
能
暢
其
説
、
其
日
性
善
即
相
近
之
説
也
。
其
日
或
相

倍
葎
一
而
無
算
、
其
所
以
陥
溺
其
心
者
然
也
、
則
習
相
遠
之
説
也
。
先
儒
謂
、

孔
子
所
言
者
気
質
之
性
、
非
言
性
之
本
、
孟
子
所
言
乃
極
本
窮
源
之
性
。

愚
語
惟
其
相
近
、
是
以
謂
之
善
、
惟
其
善
、
是
以
相
近
似
、
未
可
言
孔
孟

之
指
殊
也
。
蓋
孔
孟
所
言
者
皆
人
性
耳
。
若
以
天
地
之
理
一
言
、
則
乾
道
変

化
各
正
性
命
、
禽
獣
草
木
無
非
是
者
。
然
禽
獣
之
性
則
不
可
言
与
人
相
近
、

相
近
者
必
其
善
者
也
。
故
孝
経
目
、
天
地
之
性
人
為
貴
、
是
孔
子
之
説
無

16 -



禽
獣
之
性
不
可
以
雪
善
。
所
謂
善
者
以
其
問
類
市
相
近
也
。

故
臼
人
皆
可
以
為
発
舜
、
是
孟
?
?
J

之
説
又
無
異
於
孔
子
也
。

二
六
五
九
i

t主

の
な
か
に
、
そ
の
師
、

七

顔
一
五
〈

の
説
と
し
て
次
の
…

五
i
一
七
O

宋
人
分
義
理
之
性
気
費
之
性
為
一
…
、
以
議
子
所
言
者
、

替
、
孔
子
所
一
言
者
、
兼
気
質
之
性
、
別
問
有
品
一
時
間
有
懇
、
痘
語
近
耳
、

夫
天
生
入
、
照
生
人
之
気
鷺
進
。
易
所
謂
乾
遵
成
協
力
、
坤
道
成
女
、

高
生
意
。
間
取
氷
精
於
心
、
議
之
性
、
故
性
従
心
生
、
心
之
生
生
一
之
道
色
。

一
克
亨
利
貞
、
小
川
人
之
気
也
、
市
郎
天
え
道
也
。
仁
義
礼
智
、
人
之
気
所
為
也
、

前
期
人
之
道
也
。
道
郎
義
理
也
、
由
一
地
可
分
為
一
一
、
市
且
有
善
不
善
之
分
設
。

形
色
天
性
也
、
才
情
為
善
也
、
人
皆
可
以
為
尭
舜
。
一
百
人
之
形

高
皆
可
為
替
、
是
朝
近
也
、
是

故
皆

才、性善
也
。

間
非
性
也
。
人
可
不
機
所
習
乎
。

てど

と
「
生
」

「
性
善
」
の

て
説
く
こ
と
か
ら

致
を
説
い

明
快
と
評
す
ベ

?論議j俊近溜遠章について

次
の
程
廷
詐
(

一
〈
二
七

の
説
く
と
こ
ろ
も
、
如
上
の
流
れ

性
無
所
摺
義
理
気
費
之
分
也
。
有
之
宮
宋
需
之
論
性
始
。
夫
妻
舜
不
世
出
、

而
貴
子
以
為
人
皆
可
以
為
諜
舜
者
、
一
世
間
凡
人
之
生
皆
与
発
舜
柏
近
也
。
然

則
性
相
近
之
説
、
則
性
善
之
議
出
唱
。

結
形
色
天
性
也
、

怒
一
於
善
悪
相
去
議
椋
倍
穏
而

無
算
者
、
孟
子
以
為
陥
溺
、
却
乳
子
之
所
謂
習
也
。
一

m
m
m以
謂
孔
子
以
気
質
蓄
性
也
。
乃
若
天
下
立
人
秀

有
不
斉
、
若
此
者
与
生
保
生
、
不
可
以
為
後
起
之
習
、
而
又
以
為
非
気
質
、

到
来
足
以
服
宋
語
、
汝
夫
子
又
問
、
唯
上
智
与
下
愚
不
移
。
唯
上
智
与
下

愚
不
移
、
則
市
↑
人
之
智
可
移
於
議
、
中
入
之
愚
可
移
於
智
、
や
人
之
智
与

態
亦
可
互
移
於
上
下
、
此
刻
気
費
之
説
雨
期
間
之
…
所
以
遠
也
。
夫
人
性
皆
問
、

放
出
格
近
。
気
費
之
不
降
知
此
、
而
日
相
近
、
議
得
為
聖
人
之
一
言
耶
。
惟

習
之
穏
藤
根
於
気
質
、
関
可
白
上
智
下
墨
之
説
商
推
之
。
上
智
不
世
出
、

下
愚
赤
不
枇
出
、
器
充
塞
天
地
之
問
、
皆
智
愚
之
可
移
者
、
楚
放
聖
人
惟

欲
天
下
之
人
慎
其
所
務
、
以
無
沼
其
性
之
間
然
、
布
教
学
之
大
照
興
駕
奏
。

所
語

体
裁
が
整
う
と
さ
れ
る
。
載
震
の
性
説
は

お(
い論
いて語
がそ説
、の〉

17 

』土

ハ
…
七
二
三

i
一

は
「
孟
子
は
ロ

ふ
も
、
血
気
心
知
の
性
に
非
る
な
し
。

の

て
こ
と
為
さ
ん

之
を
二
と
せ
る
は

し
と
い
う

易
ん
ぞ
嘗
て

宋
儒
な
り
」
〈

の
外
に
詮

条
〉
と
、

立
場
で
統
一
さ
れ
て
い
る
。

明
も
、
鎖
宗
周
以
降
の

符
河
川
布
、

回
ド

H

こ
と
や
智
愚
不
移
に
関
す
る
説

で
あ
る
。

器
官
子
緒
人
紛
畿
各
立
兵
説
、
放
譲
試
性
善
断
之
。

子
但
一
一
一
一
一
悶
端
近
、
意
在
於
警
人
慎
習
。
非
困
論
性
龍
発
、
故
不
必
直
顕
〔

歎
。
呂
、
然
。
古
賢
襲
之
言
歪
易
知
也
。
加
古
今
之
常
語
、
凡
指
斥
下
患

者
、
矢
口
言
之
、
毎
出
紘
無
人
性
、
続
挙
異
議
端
、
則
日
此
議
有
人
性
、

以
人
性
為
善
称
。
其
言
皆
協
於
晶
子
、
話
言
性
者
転
失
之
。
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無
人
性
郎
新
謂
人
見
其
禽
獣
也
。
有
人
性
即
相
近
也
、

資
不
諮
問
与
善
指
皮
、
其
速
記
県
絶
、

論
一
語
一
冨
翻

市
不
可
以
不
蕃
帰
性
。

分
別
性
与
習
、

至
下
関
脇
之
不
移
窓
生
寵
薮
鋼
。
災
関
関
善
也
難
、

究
之
性
能
開
通
、
非
不
可
移
。
議
禽
獣
之
不
能
翼
通
亦

〈
設
予
字
義
疏
証
、
一
一
一
一
一
〉

「
入
伎
を
以
て
善
の
称
と
為
す
」
|
|
1
「
性
技
能
く
開
通
す
。
移
る
可
か
ら
ざ
る

降
四
鰐
捨
亡
、

し?と
し、非
。ず
しー

と
し、

は
、
気
の

の
諸
説
の
総
決
算
た
る
に
ふ
さ
わ

間つ
、て

有
効
で
あ
っ

挙
仁
義
礼
智
四
端
、
与
孔
子
之
挙
智
態
、
有
異
乎
。
日
、

人
之
格
素
晴
滋
近
明
昧
其
大
絞
也
。
山
手
則
就
其
妹
一
品
目
崎
議
論
一
之
明
市
己
発
。
人

難
有
智
有
塁
、
大
致
相
近
、

殊
科
、
而
非
都
反
。
善
悪
則
相
反
之
名
、
非
遠
近
之
名
。
知
人
之
成
性
、

英
不
斉
在
州
閣
議
、
亦
可
知
任
其
閑
服
部
不
学
不
患
、

人
加
熱
有
不
必
週
間
明
怠
〈
。

威
足
以
知
其
不
易
之
則
。
仁
一
有
不
至
、

発
明
孔
子
之
議
者
重
子
也
、
無
盟
関
也
。

に
つ
い
て
、

悪
非
悪
也
、

智
於
天
地
人
物
事
為

マ
可
謂
不
易
之
鰐
説
。

〈
孟
子
字
義
疏
班
、

阻
'J 

呉
川
と
悪
の

(
一
七
二
五

入

は
次
の
よ
う

人
之
気
有
清
濁
、

然
人
之
智
開
制
不
関
長
犬
牛
之
智
、

亦
不
需
於
犬
牛
之
愚
。
犬
牛
之
愚
無
仁
盤
戦
礼
智
之
端
、

義
礼
智
奇
心
議
。
是
故
智
者
知
正
其
衣
冠
央
、
患
者
亦
米
審
不
欲
正
其
衣
窺

也
。
其
有
不
特
約
者
則
野
人
之
習
於
郷
搭
者
也
。
然
野
人
亦
富
有
智
態
、
共

智
者
亦
知
当
正
其
衣
諮
問
明
白
而
安
葉
、
詑
溜
於
態
則
悪
之
官
智
也
。
其
愚
者

見
君
子
之
正
其
衣
謹
也
亦
有
所
不
安
於
心
、
及
欲
柱
見
君
子
、
必
持
正
其

説
習
於
善
則
善
之
泰
也
。
(
論
学
小
記
i
論
語
正
義
務
引
〉

入
五
五
〉
が

程
一
謡
聞
の
こ
の
主
張

(
一
七
九
一
く
e'

も
亦
た
善
と
為
す
可
く
、
則
ち
患
は
悪
に
奔
ざ
る
な
り
」
と
評
し
た
ハ

に
一
得
搭
)
ご
と
く
、
載
震
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
患
は
悪

に
非
ざ
る
い
こ
と
か
二
一
層
明
確
に
述
べ
た
の
は
民
一
万
三
七
六
四
i
J
一
八
四
九
〉

で
あ
る
。性
中
難
有
乗
一
葬
、
一
向
才
性
必
有
智
恵
邸
之
別
。
然
患
者
非
悪
也
。

患
者
亦
善
也
。
古
人
毎
言
才
性
、
部
止
孫
子
所
謂
非
才
之
罪
也
。
韓
文
公
原

性
器
此
孔
ヴ
ナ
之
一
世
一
口
、
為
一
一
一
口
問
之
説
、
雄
不
鉱
李
習
ネ
之
枠
於
諸
経
、
然
以

誤
突
。
或
者
世
史
欲
N
M
性
為
至
静
至
期
間
、

尚
警
召
垂
回
、

18 

為

有

臨

隊

、

哲

与

態

相

対

、

哲

郎
智
也
。
有
智
必
有
態
。
召
公
臼
底
抗
命
哲
潟
、
叫
一
一
一
回
所
命
非

患
。
然
則
態
本
命
之
一
所
有
、
下
勝
亦
命
之
一
所
有
。
但
ム
マ
禁
生
子
在
厩
初
生
、

又
案
、

性
鰭
語
、
孔
子
性
議
之
説
得
上
布
遺
下
。

悪
也
。
然
批
正
最
孔
子
所
謂
不
移
之
下
愚
也
、
非
悪
也
。

韓
震
の

(
論
性
鯖
|
!
論
諾
正
義
所
引
)

に
対
し
て
も
、
そ
の
立
論
の
援
誌
な
奪
う
な
ど
こ
の
院
先
の



説
は
、

の
高
い
も
の
で
あ
る
。

読
元
と
時
を
関
じ
く
し
た
焦
謂
〈

七
六

一
八
二

O
〉
も
、
現
実
即
窓

の
性
説
を
展
開
問
し
つ
つ
、
性
善
と
可
移

、-
F

】。

3
V
ふ
れ

現
無
他
、
食
色
而
巴
。
欽
食
男
女
、
人
与
物
爵
之
。
当
其
先
民
知
有
母
一
小

則
男
女
無
民
也
。
新
弔
飲
血
、
不
知
火
化
、
剣
欽
食
無
蔀
也
。

有
聖
人
出
恭
之
N
M
縁
取
女
之
礼
、
関
箆
知
有
人
倫
実
。
一
不
之
は
耕
暫
之
法
、

間
民
知
自
食
其
カ
失
。
以
此
一
示
禽
獣
、
禽
獣
不
知
、
別
問
禽

鉄
之
校
不
能
善
。
人
知
之
選
入
之
性
善
会
。
話
欽
食
男
女
一
一
一
一
一
口
性
、
詩
人
性

禽
獣
之
性
不
能
善
、
亦
不
能
悪
。
人
之
性
可
引
為

善

牛
之
設
可
弘
教
虎
、
而
不

堆
其
可
引
、

可
使
之
臣
人
。
所
知
所
能
、
不
可
移
也
。
惟
人
能
移
、

最
放
惟
翠
相
遠
、
乃
知
其
性
桔
近
。
若
禽
獣
則
環
不
能
相
違
也
。

(
性
善
解
t
|
|
論
語
正
義
所
引
)

お

わ

り

に

1論言霊Jt金返潔遠章につい℃

-
智
愚
不
移
章
の
解
釈
の
ひ
ろ
が
り
は
、
そ
の
ま
ま
中
置
に
お

け
る
性
説
の
展
開
史
と
ほ
ぼ
重
な
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
だ
け
に
、
先
学
諸
説

と
の
か
か
わ
り
な
ど
筆
の
患
い
方
に
周
到
さ
が
求
め
ら
れ
よ
う
が
、

な
主
張
の
検
討
を
終
え
る
こ
と
と
し
、
こ
こ
で
流
れ
の
全
体
を
壊
観
し
て
お
こ

う

し
て
艶
宝
靖

概
観
の
為
の

の
言
う
と
こ

っ
て

み
る
。
諮
近
習
遠
章
に
つ
い
て
盤
氏
は
、

ら
び
に
既
掲
の

李
光
地

焦
楯
(
護
措
〉
の
競
合
引
用
し

た
あ
と
、
「
案
ず
る
に
諸
説
み
な
構
審
、

の
己
毘
を
発
明
す
る
に
足

る
'--

つ
い
で

髄
彪
伝
に
お
け
る
こ
の
輩
の
罵
倒
的

を
引
間
黙
し

の
補
強
と
す
る
。

お
も
う
に
、
道
家
的
性
概
念
、
仏
教
的
議
樹
概
念
が
傍
ら

儒
家
患

懇
内
部
に
あ
っ
て

を
加
え
る
な
か
も
天
地
〈
本
然
〉
の
伎
が

想
到
さ
れ
た
の
は
、
蓋
し
必
然

っ
た
。
こ
の
槙
近
習
違
章
解
釈
に

及
ん
だ
の
も
ま
た
当
然
と
い
え
よ
う
。

方
、
「
生
」
重
視
役
基
本
と
す
る
流
れ

の
鋭
か
ら
、
反
論
が
出
る
の
も
歴
史
的
必
然
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
一
つ

と
し
て
清
儒
を
承
け
て
の
劉
窓
楠
の
一
所
設
は
、

る
古
誌
の
布
街

ま
る
も
の
で
は
な
く
、

る
も
の
な
の
で
あ
る
。
新
注
合
「
茨
い

19 -

と
す
れ
ば
、

る
も
の

次
い
で
、

つ
い
て
の
劉
氏
の
纏
め
方
は
ど
う
か
む
ま
ず
既
掲

に
説
説
楚
な
り
」
と
言
意
す
る
。

の
所
論
を
引
い
て

悪
で
は
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
庇
説
に

、
劉
氏
は
次

に
漢
人
の

一
つ
は
既
掲
『
漢
書
』

い
に
出
す
。

の
な
か
の

「
響
如
実
舜
」
以
下
の
部
分
、

一
つ
は
こ
れ
も
既
揮
の
「
論
衡
い

の
な

か
の
「
孔
子
目
、

以
下
の
部
分
。
前
者
に
つ
い
て
は

を
以
て
替
と
な
し
、
下
愚
を
態
と
為
す
」
と
批
判
し
、

に
つ
い
て

の
批
判
を
交
え
つ
つ
、
次
の
よ
う

是
川
以
上
智
下
態
為
鶏
懇
之
分
、
文
以
上
議
及
此
章
為
一
ニ
口
問
。
幾
人
平
有
此

説
寵
文
公
園
之
。
有
性
壬
議
官
、
性
可
以
為
善
、

な

孟
子
日
辞
間
額
之
、

夫
子
宮
、

員立
知
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時
此
上
智
、
部
罷
宇
之
為
又
次
。
期
間
期
最
愚
而
為
又
次
、

無
不
可
移
也
。
至
罰
一
印
不
学
、
ろ
云
毘
斯
為
下
。
下
欝
設
一
所
云
下
愚
。

こ
こ
ま
で
の
と
こ
ろ
で

て
み
る
と
、

は
、
智
愚
不
移
章
に
あ
っ
て

は
、
先
行
清
需
の
所
説
l
l
g
可
移
説
に

批
判
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か

る。

の
解
釈
書
と
し
て
の

の
し
か
ら
し
か
る
と
こ
ろ
と
言
え
よ

ぅ
。
こ
の
劉
氏
の
慎
重
さ
は
、
民
経
き
側
部
誌
が
、

の
所
説
を
引
用
し
、
次
の
却
き
案
一
訟
を
も
っ

で
い

に
も
、
よ
く
表
わ
れ
て
い
る
。

案
如
程
説
、

知
山
戴
説
、
即
下
愚
亦
可
移
。

議
均
本
孟
子
性
差
ロ
之
官
、
以
発
明
夫
子
言
外
之
意
。

、
整
氏
は
ぎ
り
ぎ
り
の
妥
読
を
計
っ
た
わ

- 20-

よー

し、

あ
る
。

お
も
う
に
、

の
為
の
も
の

っ
た
需
家
思
想
が
、
人
間
同
一
般
に
担

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

の
な
か
で
、
孟

の
「
人
皆
可
以
為
桑
鐸
」

の

を
加
え
る
の
は
、
晃
易
い
道
理
で
あ
っ

し
か

に
も
自
ら
限
界
が
あ
る
令
解
釈
史
上
、

は
二
藍
行
わ
れ
た
。
宋
学
に

在
っ
て

清
学
に

つ
て
は
、
装
い
を
一
史
め
て
畿
宝
摘
が
当
っ

た
の
で
あ
る
。

一
九
八
六
年
一
月
二

o
n稿
。
な
お
本
務
内
山
、
北
海
道
中
国
哲
学
会
第
一
五
聞
大
会
〈
一

九
八
五
年
八
月
一

0
5、
札
幌
市
)
に
お
け
る
研
究
発
表
の
内
務
会
慾
瑚
惜
し
た
も
の
で

あ
る
。
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